
「倉敷市住宅宿泊事業法施行条例（素案）」の 

パブリックコメント集約結果 

 

「倉敷市住宅宿泊事業法施行条例（素案）」について，「倉敷市パブリックコメント手続要綱（平成２１

年１２月８日告示第６８３号）」に基づき市民の皆様から広く意見を募集しましたが，その結果は次のとお

りです。 

記 

１ 意見等の件数 ２人 ６件 

２ 御意見の要旨と市の考え方 

次ページのとおりです。（類似の意見はまとめています。） 

３ 今後の予定 

平成３０年３月１５日～ 住宅宿泊事業法による事前届出の受付を開始 

平成３０年６月１５日～ 住宅宿泊事業法施行 

 

４ 参考 

意見募集期間 平成３０年１月２６日（金）～２月９日（金） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御意見をお寄せいただきました皆様の御協力に厚くお礼申し上げます。 

倉敷市 保健所 生活衛生課  

 



番号 御意見の概要 本市の考え方 

１  生活環境の悪化の防止の観点ではな

く，歴史的風土の保存や文化の向上発

展を目的として制定されることが想定さ

れていると考えられる本件条例案は，

住宅宿泊事業法第 18 条の委任の範

囲を超えるものとして違法・無効であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 倉敷市美観地区（以下，「当該地区」という。）は，

伝統的な美しい町並みが保存され，多くの観光客が

訪れる人気の観光エリアであるとともに，一般の住居

が多数存在し生活を営んでいます。昼間は賑やか

であっても，夜は静かに過ごしたいというのは，そこ

に住む人たちの一般的な気持ちです。 

また，当該地区内では古くからの暮らしのマナー

があり，それを共有できる事業者でなければ，宿泊

業を営むことは望ましくなく，現況の旅館業法の許可

を受けた事業者のみが宿泊事業を行うようにとの当

該地区の住民団体からの要望もあります。 

そのため，当該地区の生活環境の悪化を防止す

る観点から条例を制定するものです。 

２ 住宅宿泊事業法第 18 条に基づく条

例によって，特定の区域において住宅

宿泊事業を全日制限することは，委任

の範囲を超えるものとして違法・無効で

あることが明白である。 

当該地区は紅葉やお祭り，シーズンスポーツとい

った時期的に繁閑の差が大きな観光スポットではな

く，年間を通じて多くの観光客が訪れることや，観光

客の繁閑に関わらず，そこに生活する人の生活は変

わるものではないため，通年で住宅宿泊事業の実施

を制限すべきと考えています。 
３ 住宅宿泊事業の実施可能期間を０

日とするのではなく，平日のみ住宅宿

泊事業の実施を規制することにしたとし

ても，長期滞在者への宿泊サービス提

供が困難となる規制や，年間の大半が

制限の対象となるような場合に該当す

るため，住宅宿泊事業法第 18 条に基

づく法律規定条例としては違法・無効と

されるおそれがある。 

４ 少なくとも家主居住型住宅宿泊事業

については，住宅宿泊事業者が宿泊

者と同居しているためマナー違反等が

可及的に防止可能であることを踏まえ，

一律の実施区域制限又は実施期間制

限の対象外とすべきである。 

住宅宿泊事業法では，登録された住宅宿泊管理

業者への委託義務等により，家主不在型であって

も，家主居住型と同様に事業の適正な運営の確保

は図られているものの，当該地区住民の事業者への

不安は大きいことから，家主居住型と家主不在型と

を区分する必要はないと考えています。 



 

５ 美観地区内での民泊営業を禁止，制

限することは，国際的にも評価の高い観

光地の価値を維持するために必要なこと

と考える。一方で，他地区で伝統的街並

が観光地化している場所や教育施設周

辺，会議場やスポーツ施設周辺など，他

の観点からの制限も検討されるとより安心

できる条例となる。 

国のガイドラインによりますと，住宅宿泊事業に対し

て，「事業の実施そのものを制限するような過度な制限

を課すべきではない」とされており，また実施の制限に

あたっても「制限が合理的に必要と認められる限度」で

あることとあります。したがって，教育施設等の周辺地

域を市内で一律に制限することは適当ではないと考え

ていますが，個々の地域に関して，住宅宿泊事業に起

因する生活環境の悪化を防止する必要性を考慮し，今

後とも状況に応じて検討してまいります。 

６ 旅館業法との整合性も踏まえ，学校等

施設周辺に関しては関係機関への「意見

の照会」を条件とする，もしくは他のエリア

よりも一段階レベルの日数制限が必要で

ある。 

 

今回の倉敷市住宅宿泊事業法施行条例素案は，「住宅宿泊事業法第１８条」に基づく，条例による

住宅宿泊事業の実施の制限を行うものですが，この条例素案に関するもの以外の御意見を，２名の方

からいただいております。しかしながら，今回のパブリックコメントの趣旨に合致しないため，実施結果

には反映しておりません。これらの御意見については，業務を行ううえでの参考とさせていただきます。 

 



パブリックコメント要約版

１　案件名

倉敷市住宅宿泊事業法施行条例（素案）

２　募集期間

平成３０年１月２６日（金）～平成３０年２月９日（金）

３　趣旨

  観光旅客の宿泊需要が高まる中，「住宅宿泊（民泊）」に対する一定のルールを定めた住宅宿
泊事業法（以下，「法」という。）が平成３０年６月に施行されます。この法律は，住宅宿泊事業を
営む者の業務の適正な運営を確保しつつ，国内外からの観光旅客の宿泊に対する需要に的確
に対応してこれらの者の来訪及び滞在を促進することを目的として規定しています。
  倉敷市における住宅宿泊事業の実施にあたっては，法律の趣旨を踏まえた上で，住宅宿泊事
業の適正な運営による市民の生活環境の悪化を防止するため，倉敷市住宅宿泊事業法施行条
例（素案）を作成しましたので，市民の皆様のご意見を募集します。

４　資料閲覧場所

　市保健所１階生活衛生課、市役所本庁２階情報公開室、児島・玉島・水島支所の総務課、庄・
茶屋町・真備の各支所市民課（係）、船穂支所市民税務係、市ホームページ
（※　窓口における閲覧　土・日・祝日を除く　８時３０分～１７時１５分）

５　提出方法

（１）意見を提出できる方
　市内に住所を有する方、市内に通勤または通学する方、市内に事務所または事業所を有する
方、その他この案に関し利害関係を有する方
（２）提出方法
　上記担当課に、直接持参、郵送、ＦＡＸ、電子メール等で提出ください。
（※　直接持参の場合は、土・日・祝日を除く　８時３０分～１７時１５分）
（３）提出書式
　提出書式は特に定めておりませんが、件名、氏名、住所（団体の場合は名称及び所在地）及び
連絡先を必ず明記してください。

６　問合せ先

倉敷市保健所　生活衛生課
〒７１０－０８３４　倉敷市笹沖１７０番地
電　話　０８６－４３４－９８３０
ＦＡＸ    ０８６－４３４－９８３３
Ｅ-ｍａｉｌ　pubhlt@city.kurashiki.okayama.jp



倉敷市住宅宿泊事業法施行条例（素案） 

 

１ 目的 

住宅宿泊事業法第 18条の規定に基づき，区域を定めて，住宅宿泊事業を実

施する期間を制限することにより，生活環境の悪化を防止することを目的とす

る。 

 

２ 制限する区域と期間 

倉敷市美観地区における住宅宿泊事業の実施は，全ての期間，これを制限す

る。 

 



〇 ここ数年、民泊サービスが日本でも急速に普及
〇 多様化する宿泊ニーズ等への対応
〇 公衆衛生の確保や地域住民等とのトラブル防止、無許可で
旅館業を営む違法民泊への対応 等

１．住宅宿泊事業者に係る制度の創設

① 都道府県知事への届出が必要
(年間提供日数の上限は180日(泊)とし、地域の実情を反映する仕組みの創設)

② 住宅宿泊事業の適正な遂行のための措置（衛生確保措置、
騒音防止のための説明、苦情への対応、宿泊者名簿の作成・
備付け、標識の掲示等）を義務付け
③ 家主不在型の場合は、上記措置を住宅宿泊管理業者に委託
することを義務付け
④ 都道府県知事は、住宅宿泊事業者に係る監督を実施

背景・必要性 ※ 都道府県に代わり、保健所設置市（政令市、中核市等）、
特別区（東京23区）が監督（届出の受理を含む）・条例制定
措置を処理できる

２．住宅宿泊管理業者に係る制度の創設

① 国土交通大臣の登録が必要
② 住宅宿泊管理業の適正な遂行のための措置（住宅宿泊事業
者への契約内容の説明等）の実施と１②の措置（標識の掲示
を除く）の代行を義務付け
③国土交通大臣は、住宅宿泊管理業者に係る監督を実施

３．住宅宿泊仲介業者に係る制度の創設

① 観光庁長官の登録が必要
② 住宅宿泊仲介業の適正な遂行のための措置（宿泊者への契
約内容の説明等）を義務付け
③ 観光庁長官は、住宅宿泊仲介業に係る監督を実施

概要

○公布 平成２９年６月１６日 ○施行期日 平成３０年６月１５日

住宅宿泊事業法の概要
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第
一
節

登
録
（
第
四
十
六
条
―
第
五
十
二
条
）

第
二
節

業
務
（
第
五
十
三
条
―
第
六
十
条
）

第
三
節

監
督
（
第
六
十
一
条
―
第
六
十
六
条
）

第
四
節

旅
行
業
法
の
特
例
（
第
六
十
七
条
）

第
五
章

雑
則
（
第
六
十
八
条
―
第
七
十
一
条
）

第
六
章

罰
則
（
第
七
十
二
条
―
第
七
十
九
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
我
が
国
に
お
け
る
観
光
旅
客
の
宿
泊
を
め
ぐ
る
状
況
に
鑑
み
、
住
宅
宿
泊
事
業
を
営
む
者
に
係
る
届

出
制
度
並
び
に
住
宅
宿
泊
管
理
業
を
営
む
者
及
び
住
宅
宿
泊
仲
介
業
を
営
む
者
に
係
る
登
録
制
度
を
設
け
る
等
の
措
置
を
講

ず
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
営
む
者
の
業
務
の
適
正
な
運
営
を
確
保
し
つ
つ
、
国
内
外
か
ら
の
観
光
旅
客
の
宿
泊

に
対
す
る
需
要
に
的
確
に
対
応
し
て
こ
れ
ら
の
者
の
来
訪
及
び
滞
在
を
促
進
し
、
も
っ
て
国
民
生
活
の
安
定
向
上
及
び
国
民
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経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
住
宅
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
家
屋
を
い
う
。

一

当
該
家
屋
内
に
台
所
、
浴
室
、
便
所
、
洗
面
設
備
そ
の
他
の
当
該
家
屋
を
生
活
の
本
拠
と
し
て
使
用
す
る
た
め
に
必
要

な
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

二

現
に
人
の
生
活
の
本
拠
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
家
屋
、
従
前
の
入
居
者
の
賃
貸
借
の
期
間
の
満
了
後
新
た
な
入
居
者

の
募
集
が
行
わ
れ
て
い
る
家
屋
そ
の
他
の
家
屋
で
あ
っ
て
、
人
の
居
住
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し

て
国
土
交
通
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
こ
と
。

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
宿
泊
」
と
は
、
寝
具
を
使
用
し
て
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
を
い
う
。

３

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
住
宅
宿
泊
事
業
」
と
は
、
旅
館
業
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
八
号
）
第
三
条
の
二
第
一

項
に
規
定
す
る
営
業
者
以
外
の
者
が
宿
泊
料
を
受
け
て
住
宅
に
人
を
宿
泊
さ
せ
る
事
業
で
あ
っ
て
、
人
を
宿
泊
さ
せ
る
日
数

と
し
て
国
土
交
通
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
日
数
が
一
年
間
で
百
八
十
日
を
超
え
な
い
も

の
を
い
う
。
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４

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
住
宅
宿
泊
事
業
者
」
と
は
、
次
条
第
一
項
の
届
出
を
し
て
住
宅
宿
泊
事
業
を
営
む
者
を
い
う
。

５

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
住
宅
宿
泊
管
理
業
務
」
と
は
、
第
五
条
か
ら
第
十
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
業
務
及
び
住
宅
宿
泊
事

業
の
適
切
な
実
施
の
た
め
に
必
要
な
届
出
住
宅
（
次
条
第
一
項
の
届
出
に
係
る
住
宅
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
維
持
保
全

に
関
す
る
業
務
を
い
う
。

６

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
住
宅
宿
泊
管
理
業
」
と
は
、
住
宅
宿
泊
事
業
者
か
ら
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受

け
て
、
報
酬
を
得
て
、
住
宅
宿
泊
管
理
業
務
を
行
う
事
業
を
い
う
。

７

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
住
宅
宿
泊
管
理
業
者
」
と
は
、
第
二
十
二
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
て
住
宅
宿
泊
管
理
業
を
営
む

者
を
い
う
。

８

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
住
宅
宿
泊
仲
介
業
務
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
い
う
。

一

宿
泊
者
の
た
め
、
届
出
住
宅
に
お
け
る
宿
泊
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
に
つ
い
て
、
代
理
し
て
契
約
を
締
結

し
、
媒
介
を
し
、
又
は
取
次
ぎ
を
す
る
行
為

二

住
宅
宿
泊
事
業
者
の
た
め
、
宿
泊
者
に
対
す
る
届
出
住
宅
に
お
け
る
宿
泊
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
い
て
、
代
理
し
て

契
約
を
締
結
し
、
又
は
媒
介
を
す
る
行
為
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９

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
住
宅
宿
泊
仲
介
業
」
と
は
、
旅
行
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
九
号
）
第
六
条
の
四

第
一
項
に
規
定
す
る
旅
行
業
者
（
第
十
二
条
及
び
第
六
十
七
条
に
お
い
て
単
に
「
旅
行
業
者
」
と
い
う
。
）
以
外
の
者
が
、

報
酬
を
得
て
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為
を
行
う
事
業
を
い
う
。

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
住
宅
宿
泊
仲
介
業
者
」
と
は
、
第
四
十
六
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
て
住
宅
宿
泊
仲
介
業
を
営
む

10
者
を
い
う
。

第
二
章

住
宅
宿
泊
事
業

第
一
節

届
出
等

（
届
出
）

第
三
条

都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
（
以
下
「
保
健
所
設
置
市
等
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
、
そ

の
長
が
第
六
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
住
宅
宿
泊
事
業
等
関
係
行
政
事
務
を
処
理
す
る
も
の
の
区
域

に
あ
っ
て
は
、
当
該
保
健
所
設
置
市
等
の
長
。
第
七
項
並
び
に
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
に
住
宅

宿
泊
事
業
を
営
む
旨
の
届
出
を
し
た
者
は
、
旅
館
業
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
住
宅
宿
泊
事
業
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
。
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２

前
項
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
国
土
交
通
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
住
宅
宿
泊
事
業
を

営
も
う
と
す
る
住
宅
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

商
号
、
名
称
又
は
氏
名
及
び
住
所

二

法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
役
員
の
氏
名

三

未
成
年
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
定
代
理
人
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ

っ
て
は
、
そ
の
商
号
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
そ
の
役
員
の
氏
名
）

四

住
宅
の
所
在
地

五

営
業
所
又
は
事
務
所
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
名
称
及
び
所
在
地

六

第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
住
宅
宿
泊
管
理
業
務
の
委
託
（
以
下
単
に
「
住
宅
宿
泊
管
理
業
務
の
委
託
」
と
い
う

。
）
を
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
相
手
方
で
あ
る
住
宅
宿
泊
管
理
業
者
の
商
号
、
名
称
又
は
氏
名
そ
の
他
の
国
土
交

通
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項

七

そ
の
他
国
土
交
通
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項

３

前
項
の
届
出
書
に
は
、
当
該
届
出
に
係
る
住
宅
の
図
面
、
第
一
項
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
が
次
条
各
号
の
い
ず
れ
に
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も
該
当
し
な
い
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面
そ
の
他
の
国
土
交
通
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

４

住
宅
宿
泊
事
業
者
は
、
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
、
第
五
号
又
は
第
七
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き

は
そ
の
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
、
同
項
第
六
号
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
旨
を
都

道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

６

住
宅
宿
泊
事
業
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
は
、
国
土
交

通
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
日
（
第
一
号
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
事
実
を
知
っ
た
日
）

か
ら
三
十
日
以
内
に
、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

住
宅
宿
泊
事
業
者
で
あ
る
個
人
が
死
亡
し
た
と
き

そ
の
相
続
人

二

住
宅
宿
泊
事
業
者
で
あ
る
法
人
が
合
併
に
よ
り
消
滅
し
た
と
き

そ
の
法
人
を
代
表
す
る
役
員
で
あ
っ
た
者

三

住
宅
宿
泊
事
業
者
で
あ
る
法
人
が
破
産
手
続
開
始
の
決
定
に
よ
り
解
散
し
た
と
き

そ
の
破
産
管
財
人

四

住
宅
宿
泊
事
業
者
で
あ
る
法
人
が
合
併
及
び
破
産
手
続
開
始
の
決
定
以
外
の
理
由
に
よ
り
解
散
し
た
と
き

そ
の
清
算
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人
五

住
宅
宿
泊
事
業
を
廃
止
し
た
と
き

住
宅
宿
泊
事
業
者
で
あ
っ
た
個
人
又
は
住
宅
宿
泊
事
業
者
で
あ
っ
た
法
人
を
代
表

す
る
役
員

７

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
、
第
四
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
理
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
届
出
に
係
る

住
宅
が
保
健
所
設
置
市
等
（
そ
の
長
が
第
六
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
住
宅
宿
泊
事
業
等
関
係
行
政

事
務
を
処
理
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
区
域
内
に
所
在
す
る
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
当
該
保
健
所
設
置
市
等
の
長

に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
欠
格
事
由
）

第
四
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
住
宅
宿
泊
事
業
を
営
ん
で
は
な
ら
な
い
。

一

成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人

二

破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
復
権
を
得
な
い
者

三

第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
住
宅
宿
泊
事
業
の
廃
止
を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
命
令
の
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
な
い
者

（
当
該
命
令
を
さ
れ
た
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
命
令
の
日
前
三
十
日
以
内
に
当
該
法
人
の
役
員
で
あ
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っ
た
者
で
当
該
命
令
の
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
な
い
も
の
を
含
む
。
）

四

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
又
は
こ
の
法
律
若
し
く
は
旅
館
業
法
の
規
定
に
よ
り
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執

行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
な
い
者

五

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す

る
暴
力
団
員
又
は
同
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
く
な
っ
た
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
者
（
以
下
「
暴
力
団
員
等
」

と
い
う
。
）

六

営
業
に
関
し
成
年
者
と
同
一
の
行
為
能
力
を
有
し
な
い
未
成
年
者
で
そ
の
法
定
代
理
人
（
法
定
代
理
人
が
法
人
で
あ
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
役
員
を
含
む
。
第
二
十
五
条
第
一
項
第
七
号
及
び
第
四
十
九
条
第
一
項
第
七
号
に
お
い
て
同
じ

。
）
が
前
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

七

法
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
役
員
の
う
ち
に
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
も
の

八

暴
力
団
員
等
が
そ
の
事
業
活
動
を
支
配
す
る
者

第
二
節

業
務

（
宿
泊
者
の
衛
生
の
確
保
）
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第
五
条

住
宅
宿
泊
事
業
者
は
、
届
出
住
宅
に
つ
い
て
、
各
居
室
（
住
宅
宿
泊
事
業
の
用
に
供
す
る
も
の
に
限
る
。
第
十
一
条

第
一
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
床
面
積
に
応
じ
た
宿
泊
者
数
の
制
限
、
定
期
的
な
清
掃
そ
の
他
の
宿
泊
者
の
衛
生
の

確
保
を
図
る
た
め
に
必
要
な
措
置
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
宿
泊
者
の
安
全
の
確
保
）

第
六
条

住
宅
宿
泊
事
業
者
は
、
届
出
住
宅
に
つ
い
て
、
非
常
用
照
明
器
具
の
設
置
、
避
難
経
路
の
表
示
そ
の
他
の
火
災
そ
の

他
の
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
宿
泊
者
の
安
全
の
確
保
を
図
る
た
め
に
必
要
な
措
置
で
あ
っ
て
国
土
交
通
省
令
で
定

め
る
も
の
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
外
国
人
観
光
旅
客
で
あ
る
宿
泊
者
の
快
適
性
及
び
利
便
性
の
確
保
）

第
七
条

住
宅
宿
泊
事
業
者
は
、
外
国
人
観
光
旅
客
で
あ
る
宿
泊
者
に
対
し
、
届
出
住
宅
の
設
備
の
使
用
方
法
に
関
す
る
外
国

語
を
用
い
た
案
内
、
移
動
の
た
め
の
交
通
手
段
に
関
す
る
外
国
語
を
用
い
た
情
報
提
供
そ
の
他
の
外
国
人
観
光
旅
客
で
あ
る

宿
泊
者
の
快
適
性
及
び
利
便
性
の
確
保
を
図
る
た
め
に
必
要
な
措
置
で
あ
っ
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
を
講
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
宿
泊
者
名
簿
の
備
付
け
等
）
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第
八
条

住
宅
宿
泊
事
業
者
は
、
国
土
交
通
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
届
出
住
宅
そ
の
他
の
国
土
交
通

省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
所
に
宿
泊
者
名
簿
を
備
え
、
こ
れ
に
宿
泊
者
の
氏
名
、
住
所
、
職
業
そ
の
他
の
国
土
交

通
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
、
都
道
府
県
知
事
の
要
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２

宿
泊
者
は
、
住
宅
宿
泊
事
業
者
か
ら
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
前
項
の
国
土
交
通
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項

を
告
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
へ
の
悪
影
響
の
防
止
に
関
し
必
要
な
事
項
の
説
明
）

第
九
条

住
宅
宿
泊
事
業
者
は
、
国
土
交
通
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
宿
泊
者
に
対
し
、
騒
音
の
防

止
の
た
め
に
配
慮
す
べ
き
事
項
そ
の
他
の
届
出
住
宅
の
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
へ
の
悪
影
響
の
防
止
に
関
し
必
要
な
事
項
で

あ
っ
て
国
土
交
通
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

住
宅
宿
泊
事
業
者
は
、
外
国
人
観
光
旅
客
で
あ
る
宿
泊
者
に
対
し
て
は
、
外
国
語
を
用
い
て
前
項
の
規
定
に
よ
る
説
明
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
苦
情
等
へ
の
対
応
）
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第
十
条

住
宅
宿
泊
事
業
者
は
、
届
出
住
宅
の
周
辺
地
域
の
住
民
か
ら
の
苦
情
及
び
問
合
せ
に
つ
い
て
は
、
適
切
か
つ
迅
速
に

こ
れ
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
住
宅
宿
泊
管
理
業
務
の
委
託
）

第
十
一
条

住
宅
宿
泊
事
業
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
国
土
交
通
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
届
出
住
宅
に
係
る
住
宅
宿
泊
管
理
業
務
を
一
の
住
宅
宿
泊
管
理
業
者
に
委
託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
住
宅
宿
泊
事
業
者
が
住
宅
宿
泊
管
理
業
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
住
宅
宿
泊
事
業
者
が
自
ら
当
該
届

出
住
宅
に
係
る
住
宅
宿
泊
管
理
業
務
を
行
う
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

届
出
住
宅
の
居
室
の
数
が
、
一
の
住
宅
宿
泊
事
業
者
が
各
居
室
に
係
る
住
宅
宿
泊
管
理
業
務
の
全
部
を
行
っ
た
と
し
て

も
そ
の
適
切
な
実
施
に
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
居
室
の

数
を
超
え
る
と
き
。

二

届
出
住
宅
に
人
を
宿
泊
さ
せ
る
間
、
不
在
（
一
時
的
な
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

を
除
く
。
）
と
な
る
と
き
（
住
宅
宿
泊
事
業
者
が
自
己
の
生
活
の
本
拠
と
し
て
使
用
す
る
住
宅
と
届
出
住
宅
と
の
距
離
そ

の
他
の
事
情
を
勘
案
し
、
住
宅
宿
泊
管
理
業
務
を
住
宅
宿
泊
管
理
業
者
に
委
託
し
な
く
て
も
そ
の
適
切
な
実
施
に
支
障
を
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生
ず
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
国
土
交
通
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
き
を
除
く
。
）
。

２

第
五
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は
、
住
宅
宿
泊
管
理
業
務
の
委
託
が
さ
れ
た
届
出
住
宅
に
お
い
て
住
宅
宿
泊
事
業
を
営
む

住
宅
宿
泊
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

（
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
提
供
契
約
の
締
結
の
代
理
等
の
委
託
）

第
十
二
条

住
宅
宿
泊
事
業
者
は
、
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
提
供
契
約
（
宿
泊
者
に
対
す
る
届
出
住
宅
に
お
け
る
宿
泊
の
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
係
る
契
約
を
い
う
。
）
の
締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を
他
人
に
委
託
す
る
と
き
は
、
住
宅
宿
泊
仲
介
業
者
又
は
旅
行
業

者
に
委
託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
標
識
の
掲
示
）

第
十
三
条

住
宅
宿
泊
事
業
者
は
、
届
出
住
宅
ご
と
に
、
公
衆
の
見
や
す
い
場
所
に
、
国
土
交
通
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
様
式
の
標
識
を
掲
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
都
道
府
県
知
事
へ
の
定
期
報
告
）

第
十
四
条

住
宅
宿
泊
事
業
者
は
、
届
出
住
宅
に
人
を
宿
泊
さ
せ
た
日
数
そ
の
他
の
国
土
交
通
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
事
項
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
定
期
的
に
、
都
道
府
県
知
事
に
報
告
し
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
節

監
督

（
業
務
改
善
命
令
）

第
十
五
条

都
道
府
県
知
事
は
、
住
宅
宿
泊
事
業
の
適
正
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
必

要
の
限
度
に
お
い
て
、
住
宅
宿
泊
事
業
者
に
対
し
、
業
務
の
方
法
の
変
更
そ
の
他
業
務
の
運
営
の
改
善
に
必
要
な
措
置
を
と

る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
業
務
停
止
命
令
等
）

第
十
六
条

都
道
府
県
知
事
は
、
住
宅
宿
泊
事
業
者
が
そ
の
営
む
住
宅
宿
泊
事
業
に
関
し
法
令
又
は
前
条
の
規
定
に
よ
る
命
令

に
違
反
し
た
と
き
は
、
一
年
以
内
の
期
間
を
定
め
て
、
そ
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
住
宅
宿
泊
事
業
者
が
そ
の
営
む
住
宅
宿
泊
事
業
に
関
し
法
令
又
は
前
条
若
し
く
は
前
項
の
規
定
に
よ

る
命
令
に
違
反
し
た
場
合
で
あ
っ
て
、
他
の
方
法
に
よ
り
監
督
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
住
宅
宿
泊

事
業
の
廃
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

都
道
府
県
知
事
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
理
由
を
示
し
て
、
そ
の
旨
を
住
宅
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宿
泊
事
業
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
報
告
徴
収
及
び
立
入
検
査
）

第
十
七
条

都
道
府
県
知
事
は
、
住
宅
宿
泊
事
業
の
適
正
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
住
宅
宿

泊
事
業
者
に
対
し
、
そ
の
業
務
に
関
し
報
告
を
求
め
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
届
出
住
宅
そ
の
他
の
施
設
に
立
ち
入
り
、
そ
の

業
務
の
状
況
若
し
く
は
設
備
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
、
若
し
く
は
関
係
者
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
を
す
る
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
関
係
者
に
提
示
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
の
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
四
節

雑
則

（
条
例
に
よ
る
住
宅
宿
泊
事
業
の
実
施
の
制
限
）

第
十
八
条

都
道
府
県
（
第
六
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
住
宅
宿
泊
事
業
等
関
係
行
政
事
務
を
処
理
す

る
保
健
所
設
置
市
等
の
区
域
に
あ
っ
て
は
、
当
該
保
健
所
設
置
市
等
）
は
、
住
宅
宿
泊
事
業
に
起
因
す
る
騒
音
の
発
生
そ
の

他
の
事
象
に
よ
る
生
活
環
境
の
悪
化
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
合
理
的
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
限
度
に
お
い
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て
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
区
域
を
定
め
て
、
住
宅
宿
泊
事
業
を
実
施
す
る
期
間
を

制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
住
宅
宿
泊
事
業
者
に
対
す
る
助
言
等
）

第
十
九
条

観
光
庁
長
官
は
、
住
宅
宿
泊
事
業
の
適
切
な
実
施
を
図
る
た
め
、
住
宅
宿
泊
事
業
者
に
対
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
機
能
を
有
す
る
設
備
の
整
備
そ
の
他
の
外
国
人
観
光
旅
客
に
対
す
る
接
遇
の
向
上
を
図
る
た
め

の
措
置
に
関
し
必
要
な
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
住
宅
宿
泊
事
業
に
関
す
る
情
報
の
提
供
）

第
二
十
条

観
光
庁
長
官
は
、
外
国
人
観
光
旅
客
の
宿
泊
に
関
す
る
利
便
の
増
進
を
図
る
た
め
、
外
国
人
観
光
旅
客
に
対
し
、

住
宅
宿
泊
事
業
の
実
施
状
況
そ
の
他
の
住
宅
宿
泊
事
業
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。

２

観
光
庁
長
官
は
、
前
項
の
情
報
を
提
供
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
当
該
都
道

府
県
の
区
域
内
に
所
在
す
る
届
出
住
宅
に
関
し
必
要
な
情
報
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
建
築
基
準
法
と
の
関
係
）

第
二
十
一
条

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
お
い
て
「
住
宅
」
、
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「
長
屋
」
、
「
共
同
住
宅
」
又
は
「
寄
宿
舎
」
と
あ
る
の
は
、
届
出
住
宅
で
あ
る
も
の
を
含
む
も
の
と
す
る
。

第
三
章

住
宅
宿
泊
管
理
業

第
一
節

登
録

（
登
録
）

第
二
十
二
条

住
宅
宿
泊
管
理
業
を
営
も
う
と
す
る
者
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
登
録
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
登
録
は
、
五
年
ご
と
に
そ
の
更
新
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
期
間
の
経
過
に
よ
っ
て
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

３

前
項
の
更
新
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
期
間
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
登
録
の
有
効
期
間

」
と
い
う
。
）
の
満
了
の
日
ま
で
に
そ
の
申
請
に
対
す
る
処
分
が
さ
れ
な
い
と
き
は
、
従
前
の
登
録
は
、
登
録
の
有
効
期
間

の
満
了
後
も
そ
の
処
分
が
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

４

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
登
録
の
更
新
が
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
登
録
の
有
効
期
間
は
、
従
前
の
登
録
の
有
効
期
間
の
満

了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
す
る
も
の
と
す
る
。

５

第
二
項
の
登
録
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
実
費
を
勘
案
し
て
政
令
で
定
め
る
額
の
手
数
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
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（
登
録
の
申
請
）

第
二
十
三
条

前
条
第
一
項
の
登
録
（
同
条
第
二
項
の
登
録
の
更
新
を
含
む
。
以
下
こ
の
章
及
び
第
七
十
二
条
第
二
号
に
お
い

て
同
じ
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一

商
号
、
名
称
又
は
氏
名
及
び
住
所

二

法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
役
員
の
氏
名

三

未
成
年
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
定
代
理
人
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ

っ
て
は
、
そ
の
商
号
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
そ
の
役
員
の
氏
名
）

四

営
業
所
又
は
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
前
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
第
二
十
五
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し

な
い
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面
そ
の
他
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
簿
へ
の
記
載
等
）

第
二
十
四
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
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り
登
録
を
拒
否
す
る
場
合
を
除
き
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
住
宅
宿
泊
管
理
業
者
登
録
簿
に
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項

二

登
録
年
月
日
及
び
登
録
番
号

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
申
請
者
及
び
都
道
府
県
知
事
に

通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
の
拒
否
）

第
二
十
五
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
二
十
二
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
と
き
、
又
は
第
二
十
三
条
第
一
項
の
申
請
書
若
し
く
は
そ
の
添
付
書
類
の
う
ち
に
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
虚
偽
の
記
載
が

あ
り
、
若
し
く
は
重
要
な
事
実
の
記
載
が
欠
け
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
拒
否
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人

二

破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
復
権
を
得
な
い
者

三

第
四
十
二
条
第
一
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い

者
（
当
該
登
録
を
取
り
消
さ
れ
た
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
取
消
し
の
日
前
三
十
日
以
内
に
当
該
法
人
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の
役
員
で
あ
っ
た
者
で
当
該
取
消
し
の
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
も
の
を
含
む
。
）

四

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
又
は
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は

執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
者

五

暴
力
団
員
等

六

住
宅
宿
泊
管
理
業
に
関
し
不
正
又
は
不
誠
実
な
行
為
を
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
に
足
り
る
相
当
の
理
由
が
あ
る

者
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の

七

営
業
に
関
し
成
年
者
と
同
一
の
行
為
能
力
を
有
し
な
い
未
成
年
者
で
そ
の
法
定
代
理
人
が
前
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
も
の

八

法
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
役
員
の
う
ち
に
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
も
の

九

暴
力
団
員
等
が
そ
の
事
業
活
動
を
支
配
す
る
者

十

住
宅
宿
泊
管
理
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
財
産
的
基
礎

を
有
し
な
い
者

十
一

住
宅
宿
泊
管
理
業
を
的
確
に
遂
行
す
る
た
め
の
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
者
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
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め
る
も
の

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
拒
否
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
理
由
を
示
し
て
、
そ
の
旨
を
申

請
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
変
更
の
届
出
等
）

第
二
十
六
条

住
宅
宿
泊
管
理
業
者
は
、
第
二
十
三
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
日
か
ら

三
十
日
以
内
に
、
そ
の
旨
を
国
土
交
通
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
理
し
た
と
き
は
、
当
該
届
出
に
係
る
事
項
が
前
条
第
一
項
第
七
号
又

は
第
八
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
当
該
事
項
を
住
宅
宿
泊
管
理
業
者
登
録
簿
に
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
通
知
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
住
宅
宿
泊
管
理
業
者
登
録
簿
の
閲
覧
）

第
二
十
七
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
住
宅
宿
泊
管
理
業
者
登
録
簿
を
一
般
の
閲
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
廃
業
等
の
届
出
）

第
二
十
八
条

住
宅
宿
泊
管
理
業
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者

は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
日
（
第
一
号
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
事
実
を
知
っ
た
日
）
か
ら

三
十
日
以
内
に
、
そ
の
旨
を
国
土
交
通
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

住
宅
宿
泊
管
理
業
者
で
あ
る
個
人
が
死
亡
し
た
と
き

そ
の
相
続
人

二

住
宅
宿
泊
管
理
業
者
で
あ
る
法
人
が
合
併
に
よ
り
消
滅
し
た
と
き

そ
の
法
人
を
代
表
す
る
役
員
で
あ
っ
た
者

三

住
宅
宿
泊
管
理
業
者
で
あ
る
法
人
が
破
産
手
続
開
始
の
決
定
に
よ
り
解
散
し
た
と
き

そ
の
破
産
管
財
人

四

住
宅
宿
泊
管
理
業
者
で
あ
る
法
人
が
合
併
及
び
破
産
手
続
開
始
の
決
定
以
外
の
理
由
に
よ
り
解
散
し
た
と
き

そ
の
清

算
人

五

住
宅
宿
泊
管
理
業
を
廃
止
し
た
と
き

住
宅
宿
泊
管
理
業
者
で
あ
っ
た
個
人
又
は
住
宅
宿
泊
管
理
業
者
で
あ
っ
た
法
人

を
代
表
す
る
役
員

２

住
宅
宿
泊
管
理
業
者
が
前
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き
は
、
第
二
十
二
条
第
一
項
の
登
録
は
、

そ
の
効
力
を
失
う
。
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第
二
節

業
務

（
業
務
処
理
の
原
則
）

第
二
十
九
条

住
宅
宿
泊
管
理
業
者
は
、
信
義
を
旨
と
し
、
誠
実
に
そ
の
業
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
名
義
貸
し
の
禁
止
）

第
三
十
条

住
宅
宿
泊
管
理
業
者
は
、
自
己
の
名
義
を
も
っ
て
、
他
人
に
住
宅
宿
泊
管
理
業
を
営
ま
せ
て
は
な
ら
な
い
。

（
誇
大
広
告
等
の
禁
止
）

第
三
十
一
条

住
宅
宿
泊
管
理
業
者
は
、
そ
の
業
務
に
関
し
て
広
告
を
す
る
と
き
は
、
住
宅
宿
泊
管
理
業
者
の
責
任
に
関
す
る

事
項
そ
の
他
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
、
著
し
く
事
実
に
相
違
す
る
表
示
を
し
、
又
は
実
際
の
も
の
よ
り

も
著
し
く
優
良
で
あ
り
、
若
し
く
は
有
利
で
あ
る
と
人
を
誤
認
さ
せ
る
よ
う
な
表
示
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
不
当
な
勧
誘
等
の
禁
止
）

第
三
十
二
条

住
宅
宿
泊
管
理
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一

管
理
受
託
契
約
（
住
宅
宿
泊
管
理
業
務
の
委
託
を
受
け
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
契
約
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
締
結

の
勧
誘
を
す
る
に
際
し
、
又
は
そ
の
解
除
を
妨
げ
る
た
め
、
住
宅
宿
泊
管
理
業
務
を
委
託
し
、
又
は
委
託
し
よ
う
と
す
る
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住
宅
宿
泊
事
業
者
（
以
下
「
委
託
者
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
当
該
管
理
受
託
契
約
に
関
す
る
事
項
で
あ
っ
て
委
託
者
の

判
断
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
重
要
な
も
の
に
つ
き
、
故
意
に
事
実
を
告
げ
ず
、
又
は
不
実
の
こ
と
を
告
げ
る
行
為

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
住
宅
宿
泊
管
理
業
に
関
す
る
行
為
で
あ
っ
て
、
委
託
者
の
保
護
に
欠
け
る
も
の
と
し
て

国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の

（
管
理
受
託
契
約
の
締
結
前
の
書
面
の
交
付
）

第
三
十
三
条

住
宅
宿
泊
管
理
業
者
は
、
管
理
受
託
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
委
託
者
（
住
宅
宿
泊
管
理
業
者
で

あ
る
者
を
除
く
。
）
に
対
し
、
当
該
管
理
受
託
契
約
を
締
結
す
る
ま
で
に
、
管
理
受
託
契
約
の
内
容
及
び
そ
の
履
行
に
関
す

る
事
項
で
あ
っ
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
、
書
面
を
交
付
し
て
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

住
宅
宿
泊
管
理
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
書
面
の
交
付
に
代
え
て
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
委
託
者
の
承

諾
を
得
て
、
当
該
書
面
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
電
磁
的
方
法
（
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信

の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
第
六
十
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ

り
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
住
宅
宿
泊
管
理
業
者
は
、
当
該
書
面
を
交
付
し
た
も
の
と
み
な

す
。
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（
管
理
受
託
契
約
の
締
結
時
の
書
面
の
交
付
）

第
三
十
四
条

住
宅
宿
泊
管
理
業
者
は
、
管
理
受
託
契
約
を
締
結
し
た
と
き
は
、
委
託
者
に
対
し
、
遅
滞
な
く
、
次
に
掲
げ
る

事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

住
宅
宿
泊
管
理
業
務
の
対
象
と
な
る
届
出
住
宅

二

住
宅
宿
泊
管
理
業
務
の
実
施
方
法

三

契
約
期
間
に
関
す
る
事
項

四

報
酬
に
関
す
る
事
項

五

契
約
の
更
新
又
は
解
除
に
関
す
る
定
め
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
内
容

六

そ
の
他
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項

２

前
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
書
面
の
交
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
住
宅
宿
泊
管
理
業
務
の
再
委
託
の
禁
止
）

第
三
十
五
条

住
宅
宿
泊
管
理
業
者
は
、
住
宅
宿
泊
事
業
者
か
ら
委
託
さ
れ
た
住
宅
宿
泊
管
理
業
務
の
全
部
を
他
の
者
に
対
し

、
再
委
託
し
て
は
な
ら
な
い
。
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（
住
宅
宿
泊
管
理
業
務
の
実
施
）

第
三
十
六
条

第
五
条
か
ら
第
十
条
ま
で
の
規
定
は
、
住
宅
宿
泊
管
理
業
務
の
委
託
が
さ
れ
た
届
出
住
宅
に
お
い
て
住
宅
宿
泊

管
理
業
を
営
む
住
宅
宿
泊
管
理
業
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
八
条
第
一
項
中
「
届
出
住
宅
そ
の
他

の
国
土
交
通
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
所
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
住
宅
宿
泊
管
理
業
者
の
営
業
所
又
は
事
務
所
」

と
、
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
証
明
書
の
携
帯
等
）

第
三
十
七
条

住
宅
宿
泊
管
理
業
者
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
業
務
に
従
事
す
る
使
用
人
そ
の
他

の
従
業
者
に
、
そ
の
従
業
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
証
明
書
を
携
帯
さ
せ
な
け
れ
ば
、
そ
の
者
を
そ
の
業
務
に
従
事
さ
せ
て

は
な
ら
な
い
。

２

住
宅
宿
泊
管
理
業
者
の
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
は
、
そ
の
業
務
を
行
う
に
際
し
、
住
宅
宿
泊
事
業
者
そ
の
他
の
関
係
者

か
ら
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
前
項
の
証
明
書
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
帳
簿
の
備
付
け
等
）

第
三
十
八
条

住
宅
宿
泊
管
理
業
者
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
営
業
所
又
は
事
務
所
ご
と
に
、
そ
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の
業
務
に
関
す
る
帳
簿
を
備
え
付
け
、
届
出
住
宅
ご
と
に
管
理
受
託
契
約
に
つ
い
て
契
約
年
月
日
そ
の
他
の
国
土
交
通
省
令

で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
、
こ
れ
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
標
識
の
掲
示
）

第
三
十
九
条

住
宅
宿
泊
管
理
業
者
は
、
そ
の
営
業
所
又
は
事
務
所
ご
と
に
、
公
衆
の
見
や
す
い
場
所
に
、
国
土
交
通
省
令
で

定
め
る
様
式
の
標
識
を
掲
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
住
宅
宿
泊
事
業
者
へ
の
定
期
報
告
）

第
四
十
条

住
宅
宿
泊
管
理
業
者
は
、
住
宅
宿
泊
管
理
業
務
の
実
施
状
況
そ
の
他
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て

、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
定
期
的
に
、
住
宅
宿
泊
事
業
者
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
節

監
督

（
業
務
改
善
命
令
）

第
四
十
一
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
住
宅
宿
泊
管
理
業
の
適
正
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ

の
必
要
の
限
度
に
お
い
て
、
住
宅
宿
泊
管
理
業
者
に
対
し
、
業
務
の
方
法
の
変
更
そ
の
他
業
務
の
運
営
の
改
善
に
必
要
な
措

置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
遅
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滞
な
く
、
当
該
命
令
を
し
た
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
住
宅
宿
泊
管
理
業
（
第
三
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
条
か
ら
第
十
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
業

務
に
限
る
。
第
四
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
適
正
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

そ
の
必
要
の
限
度
に
お
い
て
、
住
宅
宿
泊
管
理
業
者
（
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
に
お
い
て
住
宅
宿
泊
管
理
業
を
営
む
者
に

限
る
。
次
条
第
二
項
及
び
第
四
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
、
業
務
の
方
法
の
変
更
そ
の
他
業
務
の
運
営
の

改
善
に
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
都
道
府
県
知
事
は
、
国
土
交
通

大
臣
に
対
し
、
遅
滞
な
く
、
当
該
命
令
を
し
た
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
の
取
消
し
等
）

第
四
十
二
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
住
宅
宿
泊
管
理
業
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
取
り

消
し
、
又
は
一
年
以
内
の
期
間
を
定
め
て
そ
の
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
二
十
五
条
第
一
項
各
号
（
第
三
号
を
除
く
。
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き
。

二

不
正
の
手
段
に
よ
り
第
二
十
二
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
た
と
き
。

三

そ
の
営
む
住
宅
宿
泊
管
理
業
に
関
し
法
令
又
は
前
条
第
一
項
若
し
く
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。
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四

都
道
府
県
知
事
か
ら
次
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
が
あ
っ
た
と
き
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
住
宅
宿
泊
管
理
業
者
が
第
三
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
条
か
ら
第
十
条
ま
で
の
規
定
に
違
反

し
た
と
き
、
又
は
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
、
前
項
の
規
定
に
よ
る

処
分
を
す
べ
き
旨
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
通
知
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

国
土
交
通
大
臣
は
、
住
宅
宿
泊
管
理
業
者
が
登
録
を
受
け
て
か
ら
一
年
以
内
に
業
務
を
開
始
せ
ず
、
又
は
引
き
続
き
一
年

以
上
業
務
を
行
っ
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

５

第
二
十
五
条
第
二
項
の
規
定
は
、
第
一
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
し
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
登
録
の
抹
消
）

第
四
十
三
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
二
十
二
条
第
二
項
若
し
く
は
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
が
そ
の
効
力
を

失
っ
た
と
き
、
又
は
前
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
し
た
と
き
は
、
当
該
登
録
を
抹
消
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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２

第
二
十
六
条
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
抹
消
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
監
督
処
分
等
の
公
告
）

第
四
十
四
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
四
十
二
条
第
一
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
し
た
と
き
は
、
国
土
交
通
省
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
報
告
徴
収
及
び
立
入
検
査
）

第
四
十
五
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
住
宅
宿
泊
管
理
業
の
適
正
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
住

宅
宿
泊
管
理
業
者
に
対
し
、
そ
の
業
務
に
関
し
報
告
を
求
め
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
住
宅
宿
泊
管
理
業
者
の
営
業
所
、
事
務

所
そ
の
他
の
施
設
に
立
ち
入
り
、
そ
の
業
務
の
状
況
若
し
く
は
設
備
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
、
若
し
く
は

関
係
者
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
住
宅
宿
泊
管
理
業
の
適
正
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
住
宅
宿
泊
管

理
業
者
に
対
し
、
そ
の
業
務
に
関
し
報
告
を
求
め
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
住
宅
宿
泊
管
理
業
者
の
営
業
所
、
事
務
所
そ
の
他

の
施
設
に
立
ち
入
り
、
そ
の
業
務
の
状
況
若
し
く
は
設
備
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
、
若
し
く
は
関
係
者
に

質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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３

第
十
七
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
四
章

住
宅
宿
泊
仲
介
業

第
一
節

登
録

（
登
録
）

第
四
十
六
条

観
光
庁
長
官
の
登
録
を
受
け
た
者
は
、
旅
行
業
法
第
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
住
宅
宿
泊
仲
介
業
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
登
録
は
、
五
年
ご
と
に
そ
の
更
新
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
期
間
の
経
過
に
よ
っ
て
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

３

前
項
の
更
新
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
期
間
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
登
録
の
有
効
期
間

」
と
い
う
。
）
の
満
了
の
日
ま
で
に
そ
の
申
請
に
対
す
る
処
分
が
さ
れ
な
い
と
き
は
、
従
前
の
登
録
は
、
登
録
の
有
効
期
間

の
満
了
後
も
そ
の
処
分
が
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

４

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
登
録
の
更
新
が
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
登
録
の
有
効
期
間
は
、
従
前
の
登
録
の
有
効
期
間
の
満

了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
す
る
も
の
と
す
る
。

５

第
二
項
の
登
録
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
実
費
を
勘
案
し
て
政
令
で
定
め
る
額
の
手
数
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
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ら
な
い
。

（
登
録
の
申
請
）

第
四
十
七
条

前
条
第
一
項
の
登
録
（
同
条
第
二
項
の
登
録
の
更
新
を
含
む
。
以
下
こ
の
章
及
び
第
七
十
二
条
第
二
号
に
お
い

て
同
じ
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
観
光
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一

商
号
、
名
称
又
は
氏
名
及
び
住
所

二

法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
役
員
の
氏
名

三

未
成
年
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
定
代
理
人
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ

っ
て
は
、
そ
の
商
号
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
そ
の
役
員
の
氏
名
）

四

営
業
所
又
は
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
前
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
第
四
十
九
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し

な
い
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面
そ
の
他
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
簿
へ
の
記
載
等
）
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第
四
十
八
条

観
光
庁
長
官
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

登
録
を
拒
否
す
る
場
合
を
除
き
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
住
宅
宿
泊
仲
介
業
者
登
録
簿
に
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項

二

登
録
年
月
日
及
び
登
録
番
号

２

観
光
庁
長
官
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
申
請
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
登
録
の
拒
否
）

第
四
十
九
条

観
光
庁
長
官
は
、
第
四
十
六
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

と
き
、
又
は
第
四
十
七
条
第
一
項
の
申
請
書
若
し
く
は
そ
の
添
付
書
類
の
う
ち
に
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
虚
偽
の
記
載
が
あ

り
、
若
し
く
は
重
要
な
事
実
の
記
載
が
欠
け
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
拒
否
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

成
年
被
後
見
人
若
し
く
は
被
保
佐
人
又
は
外
国
の
法
令
上
こ
れ
ら
と
同
様
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
者

二

破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
復
権
を
得
な
い
者
又
は
外
国
の
法
令
上
こ
れ
と
同
様
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
者

三

第
六
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
六
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
さ
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れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
者
（
当
該
登
録
を
取
り
消
さ
れ
た
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は

、
当
該
取
消
し
の
日
前
三
十
日
以
内
に
当
該
法
人
の
役
員
で
あ
っ
た
者
で
当
該
取
消
し
の
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
も

の
を
含
む
。
）

四

禁
錮
以
上
の
刑
（
こ
れ
に
相
当
す
る
外
国
の
法
令
に
よ
る
刑
を
含
む
。
）
に
処
せ
ら
れ
、
又
は
こ
の
法
律
若
し
く
は
旅

行
業
法
若
し
く
は
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
外
国
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
罰
金
の
刑
（
こ
れ
に
相
当
す
る
外
国
の
法
令
に
よ
る

刑
を
含
む
。
）
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年

を
経
過
し
な
い
者

五

暴
力
団
員
等

六

住
宅
宿
泊
仲
介
業
に
関
し
不
正
又
は
不
誠
実
な
行
為
を
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
に
足
り
る
相
当
の
理
由
が
あ
る

者
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の

七

営
業
に
関
し
成
年
者
と
同
一
の
行
為
能
力
を
有
し
な
い
未
成
年
者
で
そ
の
法
定
代
理
人
が
前
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
も
の

八

法
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
役
員
の
う
ち
に
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
も
の
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九

暴
力
団
員
等
が
そ
の
事
業
活
動
を
支
配
す
る
者

十

住
宅
宿
泊
仲
介
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
財
産
的
基
礎

を
有
し
な
い
者

十
一

住
宅
宿
泊
仲
介
業
を
的
確
に
遂
行
す
る
た
め
の
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
者
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定

め
る
も
の

２

観
光
庁
長
官
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
拒
否
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
理
由
を
示
し
て
、
そ
の
旨
を
申
請

者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
変
更
の
届
出
等
）

第
五
十
条

住
宅
宿
泊
仲
介
業
者
は
、
第
四
十
七
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
日
か
ら
三

十
日
以
内
に
、
そ
の
旨
を
観
光
庁
長
官
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

観
光
庁
長
官
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
理
し
た
と
き
は
、
当
該
届
出
に
係
る
事
項
が
前
条
第
一
項
第
七
号
又
は

第
八
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
当
該
事
項
を
住
宅
宿
泊
仲
介
業
者
登
録
簿
に
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
四
十
七
条
第
二
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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（
住
宅
宿
泊
仲
介
業
者
登
録
簿
の
閲
覧
）

第
五
十
一
条

観
光
庁
長
官
は
、
住
宅
宿
泊
仲
介
業
者
登
録
簿
を
一
般
の
閲
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
廃
業
等
の
届
出
）

第
五
十
二
条

住
宅
宿
泊
仲
介
業
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者

は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
日
（
第
一
号
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
事
実
を
知
っ
た
日
）
か
ら

三
十
日
以
内
に
、
そ
の
旨
を
観
光
庁
長
官
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

住
宅
宿
泊
仲
介
業
者
で
あ
る
個
人
が
死
亡
し
た
と
き

そ
の
相
続
人

二

住
宅
宿
泊
仲
介
業
者
で
あ
る
法
人
が
合
併
に
よ
り
消
滅
し
た
と
き

そ
の
法
人
を
代
表
す
る
役
員
で
あ
っ
た
者

三

住
宅
宿
泊
仲
介
業
者
で
あ
る
法
人
が
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
た
と
き
又
は
外
国
の
法
令
上
破
産
手
続
に
相
当
す

る
手
続
を
開
始
し
た
と
き

そ
の
破
産
管
財
人
又
は
外
国
の
法
令
上
こ
れ
に
相
当
す
る
者

四

住
宅
宿
泊
仲
介
業
者
で
あ
る
法
人
が
合
併
及
び
破
産
手
続
開
始
の
決
定
以
外
の
理
由
に
よ
り
解
散
し
た
と
き

そ
の
清

算
人
又
は
外
国
の
法
令
上
こ
れ
に
相
当
す
る
者

五

住
宅
宿
泊
仲
介
業
を
廃
止
し
た
と
き

住
宅
宿
泊
仲
介
業
者
で
あ
っ
た
個
人
又
は
住
宅
宿
泊
仲
介
業
者
で
あ
っ
た
法
人
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を
代
表
す
る
役
員

２

住
宅
宿
泊
仲
介
業
者
が
前
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き
は
、
第
四
十
六
条
第
一
項
の
登
録
は
、

そ
の
効
力
を
失
う
。

第
二
節

業
務

（
業
務
処
理
の
原
則
）

第
五
十
三
条

住
宅
宿
泊
仲
介
業
者
は
、
信
義
を
旨
と
し
、
誠
実
に
そ
の
業
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
名
義
貸
し
の
禁
止
）

第
五
十
四
条

住
宅
宿
泊
仲
介
業
者
は
、
自
己
の
名
義
を
も
っ
て
、
他
人
に
住
宅
宿
泊
仲
介
業
を
営
ま
せ
て
は
な
ら
な
い
。

（
住
宅
宿
泊
仲
介
業
約
款
）

第
五
十
五
条

住
宅
宿
泊
仲
介
業
者
は
、
宿
泊
者
と
締
結
す
る
住
宅
宿
泊
仲
介
業
務
に
関
す
る
契
約
（
第
五
十
七
条
第
一
号
及

び
第
五
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
「
住
宅
宿
泊
仲
介
契
約
」
と
い
う
。
）
に
関
し
、
住
宅
宿
泊
仲
介
業
約
款
を
定
め
、
そ
の

実
施
前
に
、
観
光
庁
長
官
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２

観
光
庁
長
官
は
、
前
項
の
住
宅
宿
泊
仲
介
業
約
款
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
住
宅
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宿
泊
仲
介
業
者
に
対
し
、
相
当
の
期
限
を
定
め
て
、
そ
の
住
宅
宿
泊
仲
介
業
約
款
を
変
更
す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で

き
る
。

一

宿
泊
者
の
正
当
な
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
で
あ
る
と
き
。

二

住
宅
宿
泊
仲
介
業
務
に
関
す
る
料
金
そ
の
他
の
宿
泊
者
と
の
取
引
に
係
る
金
銭
の
収
受
及
び
払
戻
し
に
関
す
る
事
項
並

び
に
住
宅
宿
泊
仲
介
業
者
の
責
任
に
関
す
る
事
項
が
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
と
き
。

３

観
光
庁
長
官
が
標
準
住
宅
宿
泊
仲
介
業
約
款
を
定
め
て
公
示
し
た
場
合
（
こ
れ
を
変
更
し
て
公
示
し
た
場
合
を
含
む
。
）

に
お
い
て
、
住
宅
宿
泊
仲
介
業
者
が
、
標
準
住
宅
宿
泊
仲
介
業
約
款
と
同
一
の
住
宅
宿
泊
仲
介
業
約
款
を
定
め
、
又
は
現
に

定
め
て
い
る
住
宅
宿
泊
仲
介
業
約
款
を
標
準
住
宅
宿
泊
仲
介
業
約
款
と
同
一
の
も
の
に
変
更
し
た
と
き
は
、
そ
の
住
宅
宿
泊

仲
介
業
約
款
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。

４

住
宅
宿
泊
仲
介
業
者
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
住
宅
宿
泊
仲
介
業
約
款
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
住
宅
宿
泊
仲
介
業
務
に
関
す
る
料
金
の
公
示
等
）

第
五
十
六
条

住
宅
宿
泊
仲
介
業
者
は
、
そ
の
業
務
の
開
始
前
に
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
宿
泊
者
及
び
住
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宅
宿
泊
事
業
者
か
ら
収
受
す
る
住
宅
宿
泊
仲
介
業
務
に
関
す
る
料
金
を
定
め
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

こ
れ
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２

住
宅
宿
泊
仲
介
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
し
た
料
金
を
超
え
て
料
金
を
収
受
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
不
当
な
勧
誘
等
の
禁
止
）

第
五
十
七
条

住
宅
宿
泊
仲
介
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一

住
宅
宿
泊
仲
介
契
約
の
締
結
の
勧
誘
を
す
る
に
際
し
、
又
は
そ
の
解
除
を
妨
げ
る
た
め
、
宿
泊
者
に
対
し
、
当
該
住
宅

宿
泊
仲
介
契
約
に
関
す
る
事
項
で
あ
っ
て
宿
泊
者
の
判
断
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
重
要
な
も
の
に
つ
き
、
故
意
に

事
実
を
告
げ
ず
、
又
は
不
実
の
こ
と
を
告
げ
る
行
為

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
住
宅
宿
泊
仲
介
業
に
関
す
る
行
為
で
あ
っ
て
、
宿
泊
者
の
保
護
に
欠
け
る
も
の
と
し
て

国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の

（
違
法
行
為
の
あ
っ
せ
ん
等
の
禁
止
）

第
五
十
八
条

住
宅
宿
泊
仲
介
業
者
又
は
そ
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
は
、
そ
の
行
う
住
宅
宿
泊
仲
介
業
務
に
関

連
し
て
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
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一

宿
泊
者
に
対
し
、
法
令
に
違
反
す
る
行
為
を
行
う
こ
と
を
あ
っ
せ
ん
し
、
又
は
そ
の
行
為
を
行
う
こ
と
に
関
し
便
宜
を

供
与
す
る
こ
と
。

二

宿
泊
者
に
対
し
、
法
令
に
違
反
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
を
あ
っ
せ
ん
し
、
又
は
そ
の
提
供
を
受
け
る
こ

と
に
関
し
便
宜
を
供
与
す
る
こ
と
。

三

前
二
号
の
あ
っ
せ
ん
又
は
便
宜
の
供
与
を
行
う
旨
の
広
告
を
し
、
又
は
こ
れ
に
類
す
る
広
告
を
す
る
こ
と
。

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
宿
泊
者
の
保
護
に
欠
け
、
又
は
住
宅
宿
泊
仲
介
業
の
信
用
を
失
墜
さ
せ
る
も
の
と
し

て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
行
為

（
住
宅
宿
泊
仲
介
契
約
の
締
結
前
の
書
面
の
交
付
）

第
五
十
九
条

住
宅
宿
泊
仲
介
業
者
は
、
住
宅
宿
泊
仲
介
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
宿
泊
者
に
対
し
、
当
該
住
宅

宿
泊
仲
介
契
約
を
締
結
す
る
ま
で
に
、
住
宅
宿
泊
仲
介
契
約
の
内
容
及
び
そ
の
履
行
に
関
す
る
事
項
で
あ
っ
て
国
土
交
通
省

令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
、
書
面
を
交
付
し
て
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

第
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
は
、
宿
泊
者
に
対
す
る
前
項
の
規
定
に
よ
る
書
面
の
交
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
標
識
の
掲
示
）
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第
六
十
条

住
宅
宿
泊
仲
介
業
者
は
、
そ
の
営
業
所
又
は
事
務
所
ご
と
に
、
公
衆
の
見
や
す
い
場
所
に
、
国
土
交
通
省
令
で
定

め
る
様
式
の
標
識
を
掲
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

住
宅
宿
泊
仲
介
業
者
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
登
録
年
月
日
、
登
録
番
号
そ
の
他
の
国
土
交
通
省

令
で
定
め
る
事
項
を
電
磁
的
方
法
に
よ
り
公
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
前
項
の
規
定
は
、
適
用
し

な
い
。

第
三
節

監
督

（
業
務
改
善
命
令
）

第
六
十
一
条

観
光
庁
長
官
は
、
住
宅
宿
泊
仲
介
業
の
適
正
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の

必
要
の
限
度
に
お
い
て
、
住
宅
宿
泊
仲
介
業
者
（
国
内
に
住
所
若
し
く
は
居
所
を
有
し
な
い
自
然
人
又
は
国
内
に
主
た
る
事

務
所
を
有
し
な
い
法
人
そ
の
他
の
団
体
で
あ
っ
て
、
外
国
に
お
い
て
住
宅
宿
泊
仲
介
業
を
営
む
者
（
以
下
「
外
国
住
宅
宿
泊

仲
介
業
者
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
に
対
し
、
業
務
の
方
法
の
変
更
そ
の
他
業
務
の
運
営
の
改
善
に
必
要
な

措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
外
国
住
宅
宿
泊
仲
介
業
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
命
ず
る
」
と
あ
る
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の
は
、
「
請
求
す
る
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
登
録
の
取
消
し
等
）

第
六
十
二
条

観
光
庁
長
官
は
、
住
宅
宿
泊
仲
介
業
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
取
り
消

し
、
又
は
一
年
以
内
の
期
間
を
定
め
て
そ
の
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
四
十
九
条
第
一
項
各
号
（
第
三
号
を
除
く
。
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き
。

二

不
正
の
手
段
に
よ
り
第
四
十
六
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
た
と
き
。

三

そ
の
営
む
住
宅
宿
泊
仲
介
業
に
関
し
法
令
又
は
前
条
第
一
項
若
し
く
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

２

観
光
庁
長
官
は
、
住
宅
宿
泊
仲
介
業
者
が
登
録
を
受
け
て
か
ら
一
年
以
内
に
業
務
を
開
始
せ
ず
、
又
は
引
き
続
き
一
年
以

上
業
務
を
行
っ
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

３

第
四
十
九
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
し
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
六
十
三
条

観
光
庁
長
官
は
、
外
国
住
宅
宿
泊
仲
介
業
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
取

り
消
し
、
又
は
一
年
以
内
の
期
間
を
定
め
て
そ
の
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

前
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
該
当
す
る
と
き
。
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二

そ
の
営
む
住
宅
宿
泊
仲
介
業
に
関
し
法
令
に
違
反
し
た
と
き
。

三

第
六
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
又
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
応
じ
な
か
っ

た
と
き
。

四

観
光
庁
長
官
が
、
住
宅
宿
泊
仲
介
業
の
適
正
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
て
、
外
国
住
宅
宿
泊
仲
介

業
者
に
対
し
、
そ
の
業
務
に
関
し
報
告
を
求
め
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
外
国
住
宅
宿
泊
仲
介
業
者
の
営
業
所
若
し
く
は
事

務
所
に
立
ち
入
り
、
そ
の
業
務
の
状
況
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
、
若
し
く
は
関
係
者
に
質
問
さ

せ
よ
う
と
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
報
告
が
さ
れ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
が
さ
れ
、
又
は
そ
の
検
査
が
拒
ま
れ
、

妨
げ
ら
れ
、
若
し
く
は
忌
避
さ
れ
、
若
し
く
は
そ
の
質
問
に
対
し
て
答
弁
が
さ
れ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
が
さ
れ
た

と
き
。

五

第
四
項
の
規
定
に
よ
る
費
用
の
負
担
を
し
な
い
と
き
。

２

観
光
庁
長
官
は
、
外
国
住
宅
宿
泊
仲
介
業
者
が
登
録
を
受
け
て
か
ら
一
年
以
内
に
業
務
を
開
始
せ
ず
、
又
は
引
き
続
き
一

年
以
上
業
務
を
行
っ
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

３

第
四
十
九
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
取
消
し
又
は
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
業
務
の
停
止
の
請
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求
を
し
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４

第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
検
査
に
要
す
る
費
用
（
政
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
は
、
当
該
検
査
を
受
け
る
外
国

住
宅
宿
泊
仲
介
業
者
の
負
担
と
す
る
。

（
登
録
の
抹
消
）

第
六
十
四
条

観
光
庁
長
官
は
、
第
四
十
六
条
第
二
項
若
し
く
は
第
五
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
が
そ
の
効
力
を
失

っ
た
と
き
、
又
は
第
六
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
前
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を

取
り
消
し
た
と
き
は
、
当
該
登
録
を
抹
消
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
監
督
処
分
等
の
公
告
）

第
六
十
五
条

観
光
庁
長
官
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

そ
の
旨
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
六
十
二
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
し
た
と
き
。

二

第
六
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
取
消
し
又
は
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
業
務
の
停
止

の
請
求
を
し
た
と
き
。
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（
報
告
徴
収
及
び
立
入
検
査
）

第
六
十
六
条

観
光
庁
長
官
は
、
住
宅
宿
泊
仲
介
業
の
適
正
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
住
宅

宿
泊
仲
介
業
者
に
対
し
、
そ
の
業
務
に
関
し
報
告
を
求
め
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
住
宅
宿
泊
仲
介
業
者
の
営
業
所
若
し
く
は

事
務
所
に
立
ち
入
り
、
そ
の
業
務
の
状
況
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
、
若
し
く
は
関
係
者
に
質
問
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

第
十
七
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
四
節

旅
行
業
法
の
特
例

第
六
十
七
条

旅
行
業
者
が
旅
行
業
法
第
二
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
旅
行
業
務
（
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
旅
行
業
務
を

い
う
。
）
と
し
て
第
二
条
第
八
項
第
二
号
に
掲
げ
る
行
為
を
取
り
扱
う
場
合
に
お
け
る
同
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
旅
行
者
」
と
あ
る
の
は
、
「
旅
行
者
及
び
住
宅
宿
泊
事
業
法
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第

号
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
住
宅
宿
泊
事
業
者
」
と
す
る
。

第
五
章

雑
則

（
保
健
所
設
置
市
等
及
び
そ
の
長
に
よ
る
住
宅
宿
泊
事
業
等
関
係
行
政
事
務
の
処
理
）
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第
六
十
八
条

保
健
所
設
置
市
等
及
び
そ
の
長
は
、
当
該
保
健
所
設
置
市
等
の
区
域
内
に
お
い
て
、
都
道
府
県
及
び
都
道
府
県

知
事
に
代
わ
っ
て
住
宅
宿
泊
事
業
等
関
係
行
政
事
務
（
第
二
章
（
第
三
条
第
七
項
を
除
く
。
）
及
び
第
三
章
の
規
定
に
基
づ

く
事
務
で
あ
っ
て
都
道
府
県
又
は
都
道
府
県
知
事
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
処
理

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

保
健
所
設
置
市
等
及
び
そ
の
長
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
住
宅
宿
泊
事
業
等
関
係
行
政
事
務
を
処
理
し
よ
う
と
す
る
と
き
は

、
当
該
保
健
所
設
置
市
等
の
長
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
こ
れ
を
処
理
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
知
事
と
協
議
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
を
し
た
保
健
所
設
置
市
等
の
長
は
、
住
宅
宿
泊
事
業
等
関
係
行
政
事
務
の
処
理
を
開
始
す
る
日

の
三
十
日
前
ま
で
に
、
国
土
交
通
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

４

保
健
所
設
置
市
等
及
び
そ
の
長
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
住
宅
宿
泊
事
業
等
関
係
行
政
事
務
を
処
理
す
る
場
合
に
お
け
る

住
宅
宿
泊
事
業
等
関
係
行
政
事
務
の
引
継
ぎ
そ
の
他
の
必
要
な
事
項
は
、
国
土
交
通
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

（
権
限
の
委
任
）
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第
六
十
九
条

こ
の
法
律
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
一
部
を

地
方
支
分
部
局
の
長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
省
令
へ
の
委
任
）

第
七
十
条

こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
実
施
の
た
め
必
要
な
事
項
は
、
国
土
交
通
省
令
・
厚
生
労
働
省

令
、
国
土
交
通
省
令
又
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

（
経
過
措
置
）

第
七
十
一
条

こ
の
法
律
に
基
づ
き
命
令
を
制
定
し
、
又
は
改
廃
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
命
令
で
、
そ
の
制
定
又
は
改

廃
に
伴
い
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
範
囲
内
に
お
い
て
、
所
要
の
経
過
措
置
（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
を
含
む
。
）

を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
章

罰
則

第
七
十
二
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は

こ
れ
を
併
科
す
る
。

一

第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
住
宅
宿
泊
管
理
業
を
営
ん
だ
者
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二

不
正
の
手
段
に
よ
り
第
二
十
二
条
第
一
項
又
は
第
四
十
六
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
た
者

三

第
三
十
条
又
は
第
五
十
四
条
の
規
定
に
違
反
し
て
、
他
人
に
住
宅
宿
泊
管
理
業
又
は
住
宅
宿
泊
仲
介
業
を
営
ま
せ
た
者

第
七
十
三
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
六
月
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は

こ
れ
を
併
科
す
る
。

一

第
三
条
第
一
項
の
届
出
を
す
る
場
合
に
お
い
て
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者

二

第
十
六
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者

第
七
十
四
条

第
四
十
二
条
第
一
項
又
は
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者
は
、
六
月
以
下
の
懲
役
若

し
く
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

第
七
十
五
条

第
十
一
条
第
一
項
又
は
第
十
二
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
七
十
六
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一

第
三
条
第
四
項
、
第
二
十
六
条
第
一
項
、
第
五
十
条
第
一
項
又
は
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、

又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者

二

第
八
条
第
一
項
（
第
三
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
三
条
、
第
三
十
七
条
第
一
項
若
し
く
は
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第
二
項
、
第
三
十
九
条
又
は
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

三

第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
者

四

第
十
五
条
、
第
四
十
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
五
十
五
条
第
二
項
又
は
第
六
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

命
令
に
違
反
し
た
者

五

第
十
七
条
第
一
項
、
第
四
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
第
六
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ

ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
若
し
く
は

こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
質
問
に
対
し
て
答
弁
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
者

六

第
三
十
一
条
の
規
定
に
違
反
し
て
、
著
し
く
事
実
に
相
違
す
る
表
示
を
し
、
又
は
実
際
の
も
の
よ
り
も
著
し
く
優
良
で

あ
り
、
若
し
く
は
有
利
で
あ
る
と
人
を
誤
認
さ
せ
る
よ
う
な
表
示
を
し
た
者

七

第
三
十
二
条
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
又
は
第
五
十
七
条
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
違

反
し
て
、
故
意
に
事
実
を
告
げ
ず
、
又
は
不
実
の
こ
と
を
告
げ
た
者

八

第
三
十
八
条
の
規
定
に
違
反
し
て
、
帳
簿
を
備
え
付
け
ず
、
帳
簿
に
記
載
せ
ず
、
若
し
く
は
帳
簿
に
虚
偽
の
記
載
を
し

、
又
は
帳
簿
を
保
存
し
な
か
っ
た
者
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九

第
五
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
住
宅
宿
泊
仲
介
業
約
款
を
公
示
し
な
か
っ
た
者

十

第
五
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
料
金
を
公
示
し
な
か
っ
た
者

十
一

第
五
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
し
た
料
金
を
超
え
て
料
金
を
収
受
し

た
者

第
七
十
七
条

第
八
条
第
二
項
（
第
三
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
違
反
し
て
、
第
八
条
第
一
項

の
国
土
交
通
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
偽
っ
て
告
げ
た
者
は
、
こ
れ
を
拘
留
又
は
科
料
に
処
す
る
。

第
七
十
八
条

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務

に
関
し
、
第
七
十
二
条
か
ら
第
七
十
六
条
ま
で
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人

に
対
し
て
各
本
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

第
七
十
九
条

第
三
条
第
六
項
、
第
二
十
八
条
第
一
項
又
は
第
五
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の

届
出
を
し
た
者
は
、
二
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）
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第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

た
だ
し
、
次
条
及
び
附
則
第
三
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
九
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め

る
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
準
備
行
為
）

第
二
条

住
宅
宿
泊
事
業
を
営
も
う
と
す
る
者
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
お
い
て
も

、
第
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
都
道
府
県
知
事
（
第
三
項
前
段
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
保
健
所

設
置
市
等
の
長
が
第
三
項
前
段
の
公
示
を
し
、
そ
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
を
経
過
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
保
健
所
設

置
市
等
の
区
域
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
長
）
に
届
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
届
出
を
し
た
者
は

、
施
行
日
に
お
い
て
同
条
第
一
項
の
届
出
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。

２

第
二
十
二
条
第
一
項
又
は
第
四
十
六
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
第
二
十
三

条
又
は
第
四
十
七
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
そ
の
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３

保
健
所
設
置
市
等
及
び
そ
の
長
が
第
六
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
住
宅
宿
泊
事
業
等
関
係
行
政
事
務
を
処
理
し
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
当
該
保
健
所
設
置
市
等
の
長
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
の
例
に
よ
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り
、
都
道
府
県
知
事
と
の
協
議
及
び
住
宅
宿
泊
事
業
等
関
係
行
政
事
務
の
処
理
を
開
始
す
る
旨
の
公
示
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
協
議
は
施
行
日
に
お
い
て
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
し
た
協
議
と
、
そ
の
公
示
は
施
行

日
に
お
い
て
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
し
た
公
示
と
み
な
す
。

４

前
項
前
段
の
公
示
は
、
施
行
日
の
三
十
日
前
ま
で
に
す
る
も
の
と
す
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
三
条

前
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
検
討
）

第
四
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加

え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
条

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
条
第
三
項
中
「
又
は
旅
館
業
」
を
「
、
旅
館
業
」
に
、
「
に
つ
い
て
」
を
「
又
は
住
宅
宿
泊
事
業
（
住
宅
宿
泊
事
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業
法
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第

号
）
第
三
条
第
一
項
の
届
出
を
し
て
営
む
事
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て

」
に
改
め
る
。

第
四
十
二
条
中
「
若
し
く
は
旅
館
業
」
を
「
、
旅
館
業
若
し
く
は
住
宅
宿
泊
事
業
」
に
改
め
る
。

（
登
録
免
許
税
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

登
録
免
許
税
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
第
百
四
十
二
号
の
二
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

百
四
十
二
の
三

住
宅
宿
泊
管
理
業
者
又
は
住
宅
宿
泊
仲
介
業
者
の
登
録

住
宅
宿
泊
事
業
法
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第

号
）
第
二
十
二
条
第
一

登
録
件
数

一
件
に
つ
き
九

(一)
項
（
登
録
）
の
住
宅
宿
泊
管
理
業
者
の
登
録
（
更
新
の
登
録
を
除
く
。
）

万
円

住
宅
宿
泊
事
業
法
第
四
十
六
条
第
一
項
（
登
録
）
の
住
宅
宿
泊
仲
介
業
者
の

登
録
件
数

一
件
に
つ
き
九

(二)
登
録
（
更
新
の
登
録
を
除
く
。
）

万
円

（
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正
）

第
七
条

住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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別
表
第
一
の
百
三
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

百
三
の
二

国
土
交
通
省

住
宅
宿
泊
事
業
法
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第

号
）
に
よ
る
同
法
第
二

十
二
条
第
一
項
の
登
録
又
は
同
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
届
出
に
関
す
る
事

務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

別
表
第
一
の
百
五
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

百
五
の
二

観
光
庁

住
宅
宿
泊
事
業
法
に
よ
る
同
法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
登
録
又
は
同
法
第
五

十
条
第
一
項
の
届
出
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

別
表
第
二
の
六
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

六
の
二

保
健
所
を
設
置
す
る
市
又

住
宅
宿
泊
事
業
法
に
よ
る
同
法
第
三
条
第
一
項
又
は
第
四
項
の
届
出
に
関
す

は
特
別
区
の
長

る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

別
表
第
三
中
二
十
一
の
二
の
項
を
二
十
一
の
三
の
項
と
し
、
二
十
一
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

二
十
一
の
二

都
道
府
県
知
事

住
宅
宿
泊
事
業
法
に
よ
る
同
法
第
三
条
第
一
項
又
は
第
四
項
の
届
出
に
関
す

る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
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別
表
第
四
の
五
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

五
の
二

保
健
所
を
設
置
す
る
市
又

住
宅
宿
泊
事
業
法
に
よ
る
同
法
第
三
条
第
一
項
又
は
第
四
項
の
届
出
に
関
す

は
特
別
区
の
長

る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

別
表
第
五
第
二
十
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
五
の
二

住
宅
宿
泊
事
業
法
に
よ
る
同
法
第
三
条
第
一
項
又
は
第
四
項
の
届
出
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令

で
定
め
る
も
の

（
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
調
整
規
定
）

第
八
条

施
行
日
が
通
訳
案
内
士
法
及
び
旅
行
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第

号
。
次
項
に

お
い
て
「
通
訳
案
内
士
法
等
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
前
で
あ
る
場
合
に
は
、
前
条
の
う
ち
住
民
基
本
台
帳
法
別

表
第
三
中
二
十
一
の
二
の
項
を
二
十
一
の
三
の
項
と
し
、
二
十
一
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
中
「
別
表
第

三
中
」
と
あ
る
の
は
、
「
別
表
第
三
中
二
十
一
の
三
の
項
を
二
十
一
の
四
の
項
と
し
、
」
と
す
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
通
訳
案
内
士
法
等
改
正
法
附
則
第
八
条
の
う
ち
、
住
民
基
本
台
帳
法
別
表
第
三
の
二
十
一
の
二

の
項
の
改
正
規
定
中
「
同
表
の
二
十
一
の
二
の
項
」
と
あ
る
の
は
「
同
表
の
二
十
一
の
三
の
項
」
と
、
「
二
十
一
の
二

都
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道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
二
十
一
の
三

都
道
府
県
知
事
」
と
、
同
表
の
二
十
一
の
三
の
項
及
び
二
十
六
の
二
の
項
を

削
る
改
正
規
定
中
「
別
表
第
三
の
二
十
一
の
三
の
項
」
と
あ
る
の
は
「
別
表
第
三
の
二
十
一
の
四
の
項
」
と
す
る
。
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理

由

我
が
国
に
お
け
る
観
光
旅
客
の
宿
泊
を
め
ぐ
る
状
況
に
鑑
み
、
住
宅
宿
泊
事
業
を
営
む
者
に
係
る
届
出
制
度
並
び
に
住
宅
宿

泊
管
理
業
を
営
む
者
及
び
住
宅
宿
泊
仲
介
業
を
営
む
者
に
係
る
登
録
制
度
を
設
け
る
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ

ら
の
事
業
を
営
む
者
の
業
務
の
適
正
な
運
営
を
確
保
し
つ
つ
、
国
内
外
か
ら
の
観
光
旅
客
の
宿
泊
に
対
す
る
需
要
に
的
確
に
対

応
し
て
こ
れ
ら
の
者
の
来
訪
及
び
滞
在
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。
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